
持続可能な資源の利用

生態系回復への貢献

災害に強いECO倉庫が竣工・稼働しました

神奈川県の森林再生パートナーとして、ボランティア
活動や寄付による森林整備を実施しています

「災害に強いECO倉庫」として、2020年10月に埼玉・
三郷2号配送センター2期棟（地上4階、延床面積約2万8
千㎡）が竣工・稼働しました。同センターは2018年12月
に厚生労働省から発出された「医薬品の適正流通（GDP）
ガイドライン」に対応した高品質なサービスを提供するた
め、オートシェルター直結の保冷荷さばき場等の仕様・設
備を備えた医薬品倉庫です。

当社では、生物多様性の観点からの地球環境対応への
取組みとして神奈川県「森林再生パートナー」制度に加入
し、2011年4月から活動を開始しました。
例年、丹沢湖畔の県活動林で間伐作業等の森林活動を
実施してきましたが、2020年度は、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため中止しました。
代わりに、2020年10月に、同パートナー制度にもとづ

き当社の名前が付けられた、同県宮ケ瀬湖畔所在の水源
林「三菱倉庫の森」を、感染対策を十分に施した上で事
務局担当者が視察しました。
当日は元気なカエルの姿やシカのふんが確認できるな

ど、自然との共生が図られていることが確認できました。
残念ながら例年のような役員・社員による活動は実施で

きませんでしたが、今後も
状況に応じて工夫しながら
活動を継続し、自然環境や
環境問題に対する意識を向
上させるよう、取り組んで
まいります。

（1）主な防災機能
イ. 耐震性能
倉庫地下に免震装置（積層ゴム支承61基、オイルダ
ンパー24基）を設置した免震構造とし、耐震性向上
を図っています。

ロ. 停電対策
万一の停電に備えて、非常用発電設備（625kVAお
よび400kVA、48時間稼働）を設置しています。

ハ. 屋根の耐風圧力性能
屋根の耐風圧力性能を建築基準法規定の15％割増と
し、台風等の災害対策強化を図っています。

（2）主な環境性能、環境配慮設備
イ. LED照明
全館LED照明としたほか、
共用部照明に人感セン
サーを採用し省エネを
図っています。

視察の様子

宮ケ瀬湖の様子

「三菱倉庫の森」の様子

私が工事全般を担当した三郷2号配送センター2期棟は、「災
害に強いECO倉庫」のコンセプトにもとづき建設いたしました。
近年、各地で大型台風やゲリラ豪雨による局地的な大雨が
頻発し、浸水被害も多く見られます。このたびの三郷2号配
送センター2期棟建設工事では、江戸川河川事務所の洪水氾
濫シミュレーションにより浸水の高さを想定し、1階保冷庫・
各エレベーター・電気シャフト※7を守るべく、防水シャッター・
防水扉・止水板等を活用し、保冷庫壁についてもコンクリート
の腰壁※8として、浸水の影響を受けにくいものとしました。
また、耐風対策として外壁・屋根を強化しており、「災害に
強い」仕様となっております。

医薬品の 
「災害に強いECO倉庫」

東京支店不動産事業課 矢作 恭吾

VOICE 

ロ. 空調負荷軽減
空調設備については高効率空調機、事務室の換気設
備については全熱交換器を採用し、省エネルギーに
配慮しています。

ハ. Low-Eガラス
遠赤外線の反射率を高め、高断熱性能を実現させた
遮熱高断熱複層ガラス（Low-Eガラス）を採用してい
ます。

ニ. CASBEE
省エネシステムの導入等により、CASBEE埼玉県（建
築物総合環境性能評価システム）でAランクを取得し
ています。

競争での不当な優位性の禁止と 
公正かつ広範な競争の推進
下請法遵守とインサイダー取引防止についての 
確認学習と研修を実施しています

お客様に安心してご利用いただける 
質の高いサービスを提供するために 
情報セキュリティを重視しています

2021年3月に当社及び国内グループ会社を対象とした
下請法にかかわる確認学習を実施しました。各部門の下
請法に関する担当者等（計2,061名）が参加し、同法の
目的、適用範囲、義務、禁止事項等について、Webを
使用した質問をもとに学習を行いました。また、2020年
10月及び2021年2月に、当社新入社員及び新任管理職
（計88名）を対象としたインサイダー取引防止の学習と
Webを使用した質問による理解度の確認を行いました。

お客様により良いサービスを提供するため、当社では
情報システム関連の諸規則を制定し、情報セキュリティ確
保等について役員及び社員全員に周知しています。
また、当社の事業活動を円滑に行うことを目的に、社内
ネットワークの利用と運用について具体的な遵守事項を定
めるとともに、各支店情報システム課からLAN管理者を、
利用部門の各課所からOA推進担当者をそれぞれ選任し、
社内ネットワークの安全確保と有効利用を図っています。
2020年度はWeb上の情報セキュリティアンケートを
2020年10月に当社1,880名、グループ会社1,646名、
計3,526名に実施し、回答者に情報セキュリティ意識の浸
透を図りました。
このほか、標的型ウイルスメール攻撃に代表されるよう
なサイバー攻撃への対策として、多層防衛による強固なセ
キュリティ防衛策を講じるとともに、万一、侵入を許した

下請法遵守徹底とインサイダー取引防止のための確認学習の
実績データを三菱倉庫ホームページに『拡張版』として
掲載しています。
三菱倉庫HOME	▶	CSR	▶	統合報告書	▶	拡張版

情報セキュリティアンケート実施の実績データを
三菱倉庫ホームページに『拡張版』として掲載しています。
三菱倉庫HOME	▶	CSR	▶	統合報告書	▶	拡張版

場合であっても障害の最小化、早期の復旧を図るため各
パソコンで不審な挙動を検知するソフトウェアを導入し、
セキュリティの強化を図っています。
さらに、役員・社員全員を対象にサイバー攻撃に対す
る訓練と教育を定期的に実施する等、情報セキュリティを
高める取組みを行っています。

また、東京支店トランクルーム営業所の一部業務及び
ダイヤ情報システム㈱（当社情報システムの開発・運用を
行う子会社）、富士物流㈱では、情報セキュリティ管理シ
ステムの国際規格であるISO27001の認証を取得し、定
期的に認証機関の第三者評価を受けつつ情報セキュリティ
レベルの向上に努めています。

 1.	顧客情報（個人情報）の保護
 2. 知的財産権の保護
 3. 守秘義務
 4. 法令遵守、規定の遵守義務と罰則
 5. 情報資産管理
 6.  対策基準の制定 

（開発基準、運用基準、外部委託基準）
 7. モニタリングと監視
 8. コンピュータウイルス対策
 9. アクセス権限管理
 10. 情報セキュリティ教育

情報セキュリティの管理

 1.	ML-net （社内ネットワーク）への接続管理
 2. 電子メール利用ルール
 3. 情報発信のルール
 4. 社外ネットワークとの接続ルール

ネットワークにかかわるセキュリティの管理

※7	電気シャフト：電気の配線や配管を通すスペース。
※8	腰壁：床から腰の高さ程度の壁。腰壁の上に別の素材を載せて保冷庫

の壁とした。

LED照明

ESG経営／SDGs対応に向けた取組み—環境保全

倫理的な行動に関する責任を果たすことは、社会からの信頼を得ることになります。また、公正な競争を広範に行うこと
で遵法的な姿勢を社会に示すことができます。誠実かつ公正な事業活動の遂行では、情報の適正な管理、下請法
遵守・インサイダー取引防止といった法令遵守等を課題と認識し社会からの信頼の基礎を構築することに取り組みます。

誠実かつ公正な事業活動の遂行
東京・三郷2号配送センター2期棟　 1階一般庫ドックシェルター
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社会的、環境的に有益な 
品質の高いサービスの提供
お客様の製品品質の一部となることを目指し、
品質向上のたゆまぬ推進をしてまいります

倉庫事業部門に品質管理を専門に行う組織を 
設置しました

当社グループでは、私たちの提供するサービスが、お客
様の製品品質の一部と認めていただけるように、さまざま
な努力を重ね、常に信頼のおけるパートナーであり続ける
ために、品質向上の取組みをたゆまず推進してまいります。
● お客様起点で質の高さを目指します
お客様から選ばれ続ける企業になるために、お客様起
点の発想と行動にもとづく事業活動を行い、お客様満足
の達成を目指して、広く「業務の質」、「仕事の質」、「企
業の質」を高めます。また、お客様からの信頼をより確実
なものとするために、「品質」を積み重ね、「品質」を強み
にできる企業を目指します。
● 品質に関する宣言を周知しています
「品質に関する私たちの宣言」を各職場内に掲示し、携
帯用カードをグループ会社全社員へ配布しているほか、
階層別研修会の中で趣旨を解説する等、周知を図ってい
ます。
● 社員満足をお客様満足に結びつけます
お客様に質の高いサービスを提供するために、社員満足

（ES=Employee	Satisfaction）が欠かすことのできない
要素であると考え、社員一人ひとりのモチベーションを高
める努力をしています。
自信を持って仕事に取り組み、笑顔でお客様と接するこ

とができる環境を整えることが、最終的にはお客様満足
（CS=Customer	Satisfaction）へとつながっていくもの
と考えています。

国内外一体でのロジスティクスサービスを今後さらに拡
充し、事業を拡大していくために物流品質を維持・向上し

続けることが必要となることから、倉庫事業部に担当者を
置いて活動してきた品質管理グループの体制を強化する
ため、2021年4月に正式部署として、倉庫事業部品質管
理チームを設置しました。
医薬品業務関連では、お客様から求められる品質水準

が高まっていることから、これまでの取組みをさらに深化
させ、さらなる高品質な物流サービスを構築・提供できる
体制を整備します。
医薬品以外の業務に関しては、医薬品業務でつちかっ

たノウハウを活かし、品質向上活動を支援するとともに、
倉庫内作業分析ツールを活用してデータ収集・可視化を
実現し、営業所、作業会社等における生産性向上活動を
支援する予定です。
そのほか、安全に関する事項についても、新たに設置

した人事部安全推進課（ 	P35）と共同で対応を実施す

私たち倉庫事業部品質管理チームは、当社の倉庫業務の
品質向上を目的として、2021年4月に新設されました。当チー
ムは、医薬品と一般品の2つのグループで構成されています。
昨今、医薬関係業者による不祥事が続いたことにより、薬
機法上の許可業者への法令遵守体制の整備が義務付けられま
した。これを受けて、医薬品グループでは、『改正薬機法』や『製
造販売業者及び製造業者の法令遵守に関するガイドライン』
に対応し、安心・安全なサプライチェーンの維持のために必要
な各種文書の改訂を、各支店品質管理グループと協議の上、
進めています。また、医薬品以外を対象とする一般品グルー
プでは、ISO27001（情報セキュリティ）の全店展開に向けた
ルールブックの改定や組織の設計、IoT機器の活用による倉庫
現場の作業効率改善等を、他部署と共同で進めています。
各支店や営業所、グループ会社等の多くの方がたのご意見

を頂戴しながら、各支店・営業所の活動の支援につながるよ
う、日々研鑽を重ねてゆきたいと思います。

品質管理チーム新設にあたって
倉庫事業部 品質管理チーム 中本 和彰

VOICE 

医薬品航空輸送品質認証制度「CEIV Pharma」
認証を取得しています

各事業場、関係会社で具体的な品質向上の
取組みを実施しています

当社は関西エアポート㈱の呼びかけに応じ、日本で初
めて空港主体で形成されたKIX	Pharma	コミュニティ※1に
参加、ほかに参加している5社とともに医薬品航空輸送品
質認証制度「CEIV	Pharma」の認証を取得いたしました。
ＣＥＩＶ	Pharma認証はIATA（国際航空運送協会）が進
める医薬品航空輸送における品質認証制度で、全世界同
一の品質審査基準で認証されるという特徴があります。
現在、成田空港においても同認証取得に向けた取組みに
参画しており、今後も、高品質な医薬品輸配送を提供し
てまいります。

当社グループでは、高品質なサービスを提供するため
に、各事業場や関係会社において品質向上へ向けた努力
を日々行い、その取組み内容と成果を横展開しています。
取組み内容の一部は次のとおりです。

※１	 関西国際空港（KIX）での医薬品貨物取扱いの高品質化のため、関西エアポー
ト㈱と同空港を利用する国際航空輸送事業者が協力して、事業者各社がCEIV	
Pharma認証を取得することを目的に形成したもの。

■ 部店・グループ会社での取組み

■ 中部貿易倉庫㈱の取組み

部店・会社名 取組み内容

倉庫事業部 全店営業所長会議を開催、品質向上に資す
る情報を共有化

東京支店 医薬品配送センターにおける品質管理手
順書の規定にもとづく自己点検活動

横浜支店 5S活動推進委員会による倉庫巡回とチェッ
ク項目に対する評価の実施

門菱港運 安全品質推進室を設置し労働災害の防止
に努める

埼菱サービス フォークリフト操作マニュアルの策定・教育
やヒヤリハット等の共有

富士物流
ISO9001の取得・維持、フォークリフト競
技会、改善チーム活動、社内研修、5S活動
等を通じた品質向上

旭菱倉庫 夏場の熱中症、冬場のインフルエンザ予防
のための対策を実施

神菱港運 技能研修実施による作業員の技術力向上

三菱倉庫
（中国）

中国の全グループ会社における人材育成
体系を整備・実施

上海菱華
倉庫運輸

各部署の事故情報を収集し傾向を分析、
全管理職へフィードバック

横浜
ダイヤビル
マネジメント

インフォメーションカウンター等を通じてお
客様からのクレーム情報を収集、テナントと
の会議で共有化

ダイヤビル
テック

ISO9001の取得により、サービス品質の向
上及び環境問題への取組みを強化

京浜内外
フォワーディング

保税、通関業務についての社内講習会を	
実施

神戸ダイヤ
メンテナンス

部署ごとに品質改善の年間目標を設定し
進捗管理をするとともに、年に1回優秀事例
の社内表彰を実施

中部貿易倉庫
荷役作業における安全対策や危険予知活
動の推進に向け外部講師による講習会を
定期的に実施

航空宇宙防衛分野の品質マネジメント規格
（AS9120）認証を取得しています
名古屋支店では、航空宇宙産業関連の保管・輸送業
務を多数受託していることから、一層の物流品質向上を
目指し、2018年４月、ボーイング、エアバス等、世界
中の航空宇宙防衛関連企業が取得する品質マネジメント
規格AS9100シリーズの認証を米国DNV	BUSINESS	
ASSURANCE	USA,	INC社から取得いたしました。
AS9120認証は、航空宇宙関連企業で構成される国際
航空宇宙品質グループ（IAQG）が制定した品質マネジメ
ントシステム規格「AS9100」シリーズのひとつで、物流
事業者や商社等を対象としたものです。
本規格にもとづき、航空宇宙関連業務で求められる高
度な物流サービスを提供しております。今後も、お客様の
ご要望にお応えできるよう、品質を高めてまいります。

るほか、海外における品質向上にも取り組む予定です。
今後も、各部署と連携し、サービス品質の向上を目指

してまいります。

ESG経営／SDGs対応に向けた取組み

社会から期待される物流・不動産事業者としての使命を果たすため、社会的、環境的に有益な品質の高いサービ
スの提供とサービス機能維持のための災害対策の推進等を課題と認識して取り組みます。

安全、良質で有用なサービスの提供

東京・三郷2号配送センター2期棟　荷物用エレベーター、垂直搬送機
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物流品質の向上のため、G-MIWS
（倉庫保管業務及び配送センター業務にかかわる
新情報システム）を活用しています

AIを用いた倉庫内作業効率化システムの導入を
開始しました

当社では、高品質な国内外一体のロジスティクスサービ
スの提供を目指し、倉庫保管・配送センターシステム
「G-MIWS」（Global	Mitsubishi	Intelligent	Warehouse	
System）を国内全拠点及び一部海外拠点へ導入していま
す。G-MIWSの「G」は、「国内外一体のロジスティクス
事業の拡充」の実現を目指し、GLOBALの「G」からと
りました。海外でも使用できるように英語・中国語にも対
応しているほか、業務の標準化、サービス品質の向上、
コスト削減等に、効果を発揮する設計となっています。ま
た、各種物流関連データを抽出可能とすることで、業務
分析や営業戦略立案等、お客様の意思決定にも役立つ情
報をタイムリーにお届けし、これまで以上に高品質なロジ
スティクスサービスによって、お客様の事業展開を物流面
からしっかり支援してまいります。

「MLC2030ビジョン」における成長戦略のひとつとして
「業務プロセスの改善と新技術の活用促進」を推進してい
ますが、この戦略にもとづき、倉庫内作業の生産性向上
に寄与するAIシステムを開発し、2021年1月から導入を
開始しました。

に参加できる仕組みとなっています。
5年目となる2020年度は、63グループ（387名）が
参加する結果となり、これまでの延べ参加者は約1,800名
となります。活動内容は、作業動線の見直し・保管効率
の向上等の倉庫施設内での活動だけではなく、事務所内
での業務改善・事務効率化等、多岐にわたりました。
惜しくも表彰は逃したものの、グループ会社からも優れ

た改善提案がありました。
事務局側は、各グループが問題点の分析と原因追究を
十分に行い、効率的な改善活動となるよう、適宜サポート
を実施しました。
小さな活動でも継続的・全社的に取り組むことで大きな
成果が生み出されるため、今後も、事務局が社内データ
ベースや広報紙を活用し
て活動事例の情報共有を
図るほか、改善活動が当
社グループの風土として
根づくよう制度の運営を進
めてまいります。 改善活動の様子（東京支店）

改善活動表彰制度の事務局として、同制度の運営に携わっ
ています。制度が始まって約5年が経過し、参加グループ数
も年々増え、より多くの方がたが積極的に改善活動へ取り組
んでいることは、事務局としては大変喜ばしい限りです。
新型コロナウイルス感染症の影響で2020年度は一部リモー

ト対応に変更になりましたが、例年、各案件の視察のため半
期に1度ずつ全国の部課所に赴き、案件のヒアリングと採点
を行っています。年を追うごとに活動内容のクオリティが上がっ
ていることを実感するとともに、視察によって事務局担当者た
ちも参加者の皆さんから良い刺激を受けており、自身の所属
課所での改善活動にも一層身が入ります。
今後も事務局からの情報発信を続け、参加者にとどまらず

それ以外の皆さんにも他課所の活動内容を知ってもらうこと
で、さらなる改善活動が生まれていくことを願っています。

改善活動について
人事部 人事課 馬場 眞由

VOICE 

当社がこれまでつちかってきた物流センターの運営ノウ
ハウをAI物流ソフトウェアに組み込み、出荷量の予測にも
とづく要員管理やリアルタイムな作業進捗管理、出荷実
績の分析にもとづく在庫配置の最適化、作業指示（ピッ
キングオーダー）の組み合わせ効率化、作業動線削減等
の機能を用いて倉庫内作業の生産性向上に取り組んでい
ます。
今後、MLC2030ビジョンにおける重点分野である「医
療・ヘルスケア」、「食品・飲料」、「機械・電機」を取り扱
う拠点等への水平展開を順次進める予定です。

緊急時や防災時の体制を強化しています
緊急時対応として、全員参加型の大規模災害対策訓練

を実施しています。安否確認システムを用いた、携帯電
話による安否確認訓練のほか、2020年度は新型コロナウ
イルス感染症を考慮して規模を縮小したものの、会社各
施設に徒歩で出退社する訓練を行っており、災害復旧の
手順等を確認しています。
また、グループ会社もふくめ、無線通話機による連絡
訓練を毎月実施して操作方法を習得し、防災時体制を強
化しています。
そのほか、緊急地震津波速報システムの導入事業所を
拡大することにより、社員の安全確保等のための情報の、
迅速な収集に努めています。

危機の未然防止と発生時の迅速かつ的確な
対処に努めています
危機管理は、企業経営に重大な影響を及ぼすさまざま

な危機を想定し未然に防止するとともに、万一発生した場
合は迅速かつ的確に対処することにより、人的・物的経
営被害を最小限に食い止め、早期に平常な業務体制へ復
帰させることを基本目的としています。近年は災害が激甚
化していると言われていることもあり、特に、「災害に強
いECO倉庫」、「災害に強い環境配慮型オフィスビル」を
展開する等、ソフト、ハードともに「災害に強い」ことを
目指しています。

サービス機能維持のための 
災害対策の推進

非常用発電装置
（横浜・南本牧配送センター）

免震ダンパー、免震ゴム
（東京・三郷2号配送センター2期棟）

1.	社員とその家族及び関係者の安全を確保する。
2.		会社施設（倉庫・ビル等所管建物・設備等） 

及び受託貨物等を保全する。
3.	業務の継続と早期復旧を図る。

企業の社会的責任を果たすため

1.		すべてのステークホルダー（顧客・株主・お取引
先等）に悪影響を及ぼさないよう対応する。

2.		地域社会の早期安定化へ貢献する。

企業の社会的信頼に応えるため

火災予防対策、火災発生時の対応を
実施しています
2017年2月の大手通販業者倉庫の火災を受け2019年
6月に建築基準法が改正され、一定規模以上の倉庫に対
し防火シャッターの維持保全計画の作成が義務づけられま
した。当社では、以前から社員教育の徹底、警備体制の
充実、倉庫建設の際の構造面・施設面での火災防止対策
等を実施しているほか、所
轄消防署との不断の連絡
体制の構築、消防訓練の
毎年定期的な実施等の取
組みを行い、万が一の火
災発生にも備えています
が、今後もこうした対策、
対応を継続して実施するこ
とで、お客様に安心して
サービスをご利用いただけ
るよう、努めてまいります。

緊急地震津波速報システム無線通話機（MCA無線）

火災予防点検パトロールの様子

消防訓練の様子

サービス品質向上や業務プロセス効率化に
つながる改善活動を表彰しています
当社では、自発的な改善活動の活性化を目的とした改善
活動表彰制度を2016年7月に導入しました。本制度では、
自ら設定したテーマにもとづいて各グループが改善活動を
行い、年1回、サービス品質の向上や業務プロセスの効率
化に特に貢献したグループを表彰することとしています。
また、本制度では、グループ会社はもちろん、お取引
先様をふくめ当社業務に携わるすべての方を参加対象とし
ていますので、各職場・各チームが一体となって改善活動

オンラインフォークリフト講習会

改善チーム活動の発表・表彰式

■ 富士物流㈱の取組み
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災害対策等の情報システム危機管理体制を
強化しています
当社では、非常時における情報システム継続利用を確か

なものとするために、関西地区に災害対策センターを設置
してデータのバックアップを行うとともに、社内ネットワーク
及びインターネット接続環境を二重
化しています。また、「情報システ
ム災害対策マニュアル」等を定め、
運用面からも情報システム災害対
策や障害対策を充実させています。 関西地区の災害対策センター

国交省が主導する支援物資拠点施設に、
当社11施設が指定されています
国土交通省では、東日本大震災での反省を踏まえ、災
害時に支援物資を円滑かつ有効に被災地に届けるため「支
援物資物流システムの基本的な考え方」を作成することと
し、有識者、物流事業者、業界団体等を集めて2011年9
月～12月にアドバイザリー会議を開催しました。
当社倉庫事業部長が、同省の要請により倉庫事業者代
表の委員に就任し、倉庫事業者の観点から積極的な提言
を行い、災害時の支援物資物流には民間物流事業者のノ
ウハウや施設を活用することが不可欠との認識で一致しま
した。
近い将来大規模地震が想定される関東、東海、東南海
地区を中心に2011年度は全国395の民間支援物資物流
拠点が選定され、当社も7施設（関東、東海、阪神の各
地区）が指定を受け、2012年度には、2施設（福岡県、
佐賀県）が追加指定されました。
2013年度にはさらに2施設（愛知県）が追加で指定され、
合計で11施設が指定されています。各施設では、大規模
災害の発生に備えて、倉庫事業者として公共的な役割を
果たせるようしっかりと準備いたします。

中国・上海市消防協会から「先進モデル企業」に
認定されました

「災害時情報伝達システム（D-DICS）」を
導入しています

上海菱華倉庫運輸が加入する上海市消防協会から、火
災管理責任体制や、火災発生時の初動体制、消防設備
管理状況等が評価され、2020年度「先進モデル企業」
に認定されました。
上海市消防協会は、上海市消防局が管理監督する会員
約4,000社の非営利団体ですが、うち約40社のみが「先
進モデル企業」に認定されま
した。
今後も日常の管理や訓練
等を怠らず、さらに安心・安
全なサービスを提供できるよ
う努力してまいります。

従来、非常時における首都圏の賃貸ビル管理事務所と
当社間の連絡、同事務所とダイヤビルテック㈱本社間の
連絡はそれぞれ電話連絡網を利用していましたが、大規
模災害発生時には電話回線の輻輳が想定されることから、
同社と共同で災害時も輻輳しにくいインターネット網を利
用した「災害時情報伝達システム（D-DICS）」を導入し、
災害時における確実な情報伝達及び情報共有を実現しま
した。（2017年9月から運用開始。対象施設は首都圏賃
貸ビル23物件）
同システムは、各ビルから被害状況等の情報を入力す

ると、リアルタイムで関係者にその情報が共有され、シス
テム上でそれらの被害等に対する指示等を行うこともでき
るものです。
このようなシステム導入によって、情報の一元化がなさ
れ、災害時に迅速で正確な初動対応が可能になりました。
今後も、こうしたシステムの活用により、入居中のお客
様に安心してご利用いただけるよう努めてまいります。

表彰式の様子

表彰状（プレート）

支援物資拠点として指定された11施設のデータを
三菱倉庫ホームページに『拡張版』として掲載しています。
三菱倉庫HOME	▶	CSR	▶	統合報告書	▶	拡張版

神戸支店六甲D号倉庫横浜支店大黒C号倉庫

地域における活動等による貢献 大阪支店が「おいしい ！ KANSAI応援企業」に
登録されました

横浜ベイクォーターで「ランタンナイト」を
開催しました

横浜ベイクォーターで
「いいものいっぱいマルシェ」を開催しています
（2020年12月から月1回開催中）
横浜ベイクォーター（当社横浜地区商業不動産施設）

では、例年チャリティ縁日やランニングクラブ、夏休み期
間のラジオ対応等、さまざまなイベントを実施していまし
たが、2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、
多くの集客イベントを休止することとなりました。
そうした中、横浜ベイクォーターと同じ横浜市神奈川区
所在の青果卸売業者から、感染症の影響でホテルやレス
トラン等での業務用野菜の消費が低迷しているとの相談を
受け、野菜を詰め合わせた特別セットが購入できる「いい
ものいっぱいマルシェ」を開催することになりました。
館内のゲート広場（オープンスペース）を会場とし、事

前にWebサイトで予約すれば当日は商品の受取りのみとい
う「非接触型マルシェ」を掲げ、感染拡大防止にも配慮し
た開催となっており、無償での広場貸出やホームぺージ・
SNSでのイベント紹介等を通し、生産者を支援してい	
ます。
今後も、安心・安全に配慮しつつ、地域に根ざした

ショッピングモールとして、地域をさらに盛り上げてまいり
ます。

一度に人が密集するようなイベントの開催が難しい中、
会場の密を防ぎつつお客様に楽しんでいただけるライト
アップイベント「ランタンナイト」を2021年1月～3月に開
催しました。
ベトナムの古都・ホイアンのランタン祭りをイメージした

「ランタンナイト」は2019年夏に初開催し、カラフルなラン
タンがSNS映えすると人気のあった企画で、来場者からは
「暗い話題が多い時期だが、心が明るくなる」「なかなか
お出かけできない中、旅行に行った気分になれた」「また
見ることができて嬉しい」
等と心温まるご意見を多
数いただきました。
今後も社会情勢に合わ

せつつ、お客様に日々の
暮らしの中で楽しさを感じ
ていただけるような企画
に取り組んでまいります。

大阪ダイヤビルディング（当社大阪地区オフィスビル）
の2階食堂は、域内の特産農産物の利用を促進し消費拡
大を図る運動に賛同し、関西広域連合が展開する「おい
しい	！	KANSAI応援企業」に登録されました。
同食堂は1日約300人が利用しており、関西広域連合
域内の食材を使用したメニューを提供しているほか、サス
テナブル・シーフード（水産資源や環境に配慮した水産物）
を提供する等の取組みも行っています。
今後もこうした取組みを

続けることで、地域・社会
貢献に加え、食堂利用者
の満足度向上を図ってま
いります。 大阪ダイヤビルディング	食堂の様子

ランタンナイトの様子
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地域社会、国際社会の発展に貢献するためには、事業所の所在する地域に限らず社会との関係を理解し、共通の
利害を認識することが必要です。地域社会、国際社会との調和では、文化活動等への貢献、保健衛生への貢献、
寄付等による貢献等を課題と認識して取り組みます。

横浜ベイクォーター 
フラワーガーデン

地域社会、国際社会との調和
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https://www.mitsubishi-logistics.co.jp/csr/pdf/enhansed_version.pdf



